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1．はじめに

幼稚園教育要領')は、学校教育法における「幼稚園の教育課程そ

の他の保育内容に関する事項」を明らかにしたものである。学校教育

法23条では、5項目の「幼稚園教育の目標」を示しており、そのそ

れぞれカミ保育内容の5領域「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表

刻に相当する。

保育所保育指針2)では、保育の内容として「養護に関するねらい

及び内容」と「教育に関するねらい及び内容」がある。この「教育に

関するねらい及び内容」に幼稚園と同様の5領域が示されている。

この5領域は、小学校の各教科と考え方は全く別のものである。

つまり、5領域とは、「生活」や「遊び」というそもそも保育（授業）

時間を細分ｲ耐-ることでは実現できない総合的主体的な活動を構成し

ているものである。すなわち、保育者が子どもにふさわしい教育課程

(保育課程）を提供できるように日々考えていくための5つの視点で

ある。従って、保育者の対応は、この5領域にまたがる視点から、子

どもの生活にかかわろうとして起こるものなのである。

領域「表現」の目標は「音楽、身体による表現、造形等に親しむこ

とを通して、豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと」である。

本授業では、幼児のありのままの表現、内心の要求を理解するため

に、幼児は表現することによって何を経験するのか、幼児の表現を育

てる保育とは何かについて学習する。平成19年度の学生による授業

評価によると、「授業の理解」や「授業の内容への関心」についての

評定平均は3，8である。学生にとっては授業への期待や興味、関心

は高いのに、充実感までには至っていないのではないかと考える。そ

れは、学生が子どもの「表現」について理解できても、あるいは理解

しようとしても保育者を目指す学生自身が「表現者」として実践体験

が少ないからではないだろうか。

この領域「表現」における幼児への保育者の援助や役割は、保育者

自身の表現性と大いに関係する。保育者が、一人ひとりの幼児の感性

や表現を受け止めたいと願うならば、まず、保育者自身の感性や表現

が豊かに高められることが大事である。そのためには、保育者自身の

表現体験や表現技能を専門的に身に付けることや、表現者として幼児

のモデルとなったり、感動を与えたりすることが大切である。

本授業では、パネルシアターやベープサート、人形劇など、実際に

製作し実演する体験学習を取り入れ、学生が保育者として自己表現す

る機会となるようにした。このような体験学習によって学生にもたら

されるものを追求し、授業改善の方向性を明らかにしたいと考える。

2．保育者が支える表現

浜口（2007)3)は、『子どもは豊かな感性の下地になるものは持っ

て生まれるといわれているカミそれを発揮させ、さらに育てるのが保

育者の役割である。感性を育てることは、表現を育てることである。

子どもの感性を育てるには、子どもの豊かな感性に気づき、それを受

け止める保育者の「感性」もまた必要である｡』と述べている。この

保育者の「感性」とは、たとえ,災日常生活の中で、野に咲く花を美

しいと感じたり､空を飛ぶ鳥のさえずりに耳を傾けたりする姿であり、

その姿を目にすることこそが子どもの感じる心や表現する心を育む

ことになるのである。保育者も日常保育の中で､歌ったり、踊ったり、

楽器を鳴らしたり絵を描いたりもする。その動機は、表現する楽しさ

を子どもに伝えるためであったり、楽しさを共感するためであったり

する。また、保育者が表現するその行為は、子どもたちに大きな影響

を及ぼす。子どもたちは生き生きと楽しそうに表現している保育者を

目にすることにより、表現することの楽しさを味わうのである。

本授業で行ったパネルシアターは、物語を絵で表現し、それを使っ

て保育者力話したり歌ったりして進めていくものである。正しく保育

者の表現力力潤われるものである。この体験学習を通して保育者志望

の学生は、何を学んだのであろうか。授業者の意図するところを汲み

取ることができたであろうか。次の項では、実際に取り組んだ授業で

の内容を述べる。

3.パネルシアターの実践

(1)「パネルシアター」の実践指導プログラム

表1は、こども教育専攻科44名の保育内容の指導法「表現」の中

での「パネルシアター」の実践指導プログラムである。この実践指導

プログラムは、パネルシアターを体験学習することによって、パネル

シアターについて知るとともに、表現モデルとしての保育者について

理解し学習していくものである。

表1．「パネルシアター」実践指導プログラム

実施日

6月23日(月）

指導事項

．「パネルシアター」とは講義表2参照
・グループ（8～9人）を決めて、グループごとに題

材である物語を選択する。

･役割分担（配役､舞台装腫､ナレーター）を決める。
･台本の読みあわせをする。

･次回の製作に必要な用品や道具を確迩する。（黒マ

ジックペン、はさみ、カッター）（パネル用紙、絵

の具は授業者が用意する）
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(3)パネルシアターを学んでわかったこと

「パネルシアター』実践指導プログラムに基づいて、授業を行った。

最終週に提出されたレポートは、授業の中で設定したテーマ（表1

の7月14日）について自由記述としたものである。その内容を分析、

検討した結果、類似した内容を整理すると四つの分析視点でまとめる

ことができた。それ力窪3である。

具体的事例の中には、類似した内容であっても、学生個人によって

微妙に異なる様態を示しているものもあった。たとえば、造形的な作

業を苦手とする学生の中には、「他の人に比べ、自分の絵はうまくな

いので嫌だったカミ授業なので仕方がない」といった否定的な姿と、

｢描くこと力苦手なので､最初はやる気がなかったが実演になったら、

せりふを言ったり，絵人形を動かしたりして楽しくなった。次回から

は絵描くことも頑張ろうと思う」といった問題意識をもって体験学習

表3.パネルシアターを学んでわかつたこと

回答44名（複数回答可）

(2)「パネルシアター」とは

パネルシアターを体験学習するに先立って、パネルシアターとは何

かについて講義を行った。その内容については表2のとおりである。

表2.「パネルシアター」とは4）

－8－

6月30日(月） パネルシアターの製作

･場面と登場人物（絵人形）を決める。

･絵柄を考えて下瞥きし、黒マジックで線描する。

・アクリル絵の具を塗る。

･形を切り抜く。

7月7日(月） 練習をする。

・グループごとに、絵をパネルに貼りながらせりふ

の練習をする。

・歌や、効果音などを考えて入れてみる。

発表をする。

・グループごとに、全員の前で実演する。

･一人ひとりが、体験に基づいた自己評価を百う。

･他のグループの感想を聞く。

7月14日(月） ｢パネルシアターの実演で学んだこと」についてし
ポートにまとめる。

テーマ：表現者としての保育者が行う「パネルシア

ター」をグループで実際に製作し、実演するという

体験学習の結果から、「表現すること」について、わ

かったこと、意見、問題点、感想などを書きなさい。

分析視点 具体的事例 頻度 ％

グループワー

クの意味

・グループのメンバー全員で協力すること

が大切だとわかった。

･グループで一つの作品を作り上げたとい

う達成感が味わえた。

･全体像をつかんだり、どこにどのような

絵にするかなど、グループで工夫して取

り組む必要がある。

・メンバーの中には、初めてかかわりを持

つ人もいたが、親しくなれてよかった。

７
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１
１

3
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３

４
３
２

7

パネルシア

ターの魅力

･絵本や紙芝居と異なるよさを知った。

･絵人形を出したり、せりふを言ったりし

てやることが楽しい。

･物語の選択は、内容のわかりやすいもの

がパネルシアターにあっている。

･パネル全体の大きさにあった絵の大きさ

や色彩がきれいだ。

21
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15

11

銘
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誕
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パネルシア

ターの手法

･役柄や状況に合った声の出し方に注意す

る。

･絵を出すタイミングと声を合わせるのが

難しい。

･文字で掛かれている物語を絵にするのは

難しい。

･既成概念（ウサギは白､豚はベージュなど）

にとらわれないで、イメージしたように

描くと子どもは楽しめると思う。

･歌や効果音を取り入れると楽しさが倍増

する ◎

･場面の転換とせりふの練習が大切。

･子どもに背を向けないように絵を張り替

えたり、子どもが見ていることを意織す

る◎

･他の人と比べて自分の絵は下手だが授業

なので仕方がない。
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自己対象化 ･幼稚園で試したり、次の実習では自分で

製作してやってみたい。

･子どもにどのように伝えていくか、どの

ように反応するか子どもの前で実演して

確かめたい。

･自分で絵を張り替えたり、語ったりする

楽しさを実感した。

･教材選択から製作、実演することの難し

さと楽しさを知った。

･自分が楽しんで行うことで、

も楽しめる。

見ている人

･描くことは苦手なので最初からやる気は

なかったが､実演になったら、楽しくなっ

た。次回からは絵描くことも頑張ろうと

思う。
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パネルシアターって何？

四角いパネル上に、絵人形を貼ったりはずしたりしながら、歌を

うたったり、お話を語ったりしていく。パネルはフランネルやパネ

ル布を限ったボードで、そこに不織布に絵を描いて切り取った絵人
形を付けていく。絵人形をパネルに貼ると､両方の繊維が絡んでくつ

つく◎

パネルシアターの特色

1.作ったり演じたりが手軽にできる…絵人形の材料である不織布
は、ペーパー状なので絵が描きやすく、切り取りも簡単である。

演じ方・遊び方は絵人形を貼ったりはずしたりするだけなので難

し<ない。

2.演じ手と子どもたちはパネルを介して一体感を感じる…演じ手は

子どもから見たパネルの右側に立ち、子ども達の反応や表傭を確
かめながら演じることができる。子どもはパネルで演じられてい

る内容や演じ手とを同時に見ることになるため、演じ手の人間性

に触れながら、歌やお話の世界に入り込んでいく。

パネルシアターの楽しさ

子ども同士が一緒に見たり聞いたり、歌ったり考えたりする中で、

演じ手も含めて様々な作品に触れて楽しさを共有することができ

る。また、その作品の持つ色彩や構成の面白さなどを楽しむことが

でき、いろいろな作品を通して創造性を豊かにする。

楽しく演じよう！

①事前のポイント
･パネルは子どもがみやすい目の高さにする。傾斜をつけて股侭す

るとよい。

･設図場所は、光の当たり具合（逆行に注意I)を考えて子どもが
見やすい場所にする。絵人形を置く台をパネル裏に用意して絵人
形を出す順番に並べておく。

②演じ方のポイント

･保育者はパネルに向かって右側に立つ（絵人形の出し入れやバネ

ル上での操作がしやすい）

．明るく表傭豊かに演ずる。

･作品によっては絵人形を出したりはずしたりのタイミングが違う
ので、繰り返し練習しておく。

･パネルに貼った人形は意味あるときだけ動かす（やたらに触った
り、位侭を変えると子どもの注意がそがれる）

．できるだけ正面を向いて演ずる。

･歌やお賭の中で、子どもたちに『これなあに」など問いかけの場

面を作り、子どもたちを参加させると、一段と盛り上がる。
･一人ひとりの子どもの反応を見ながら演ずる°（保育者はパネルシ

アターの演じ手であるとともに、時には絵人形の一人、パネルシ

アターの一部であるという意織が大事）



に取り組もうとする姿（自己対象化）である。全体的には、有意を示

している。

学生にとっては、講義の他に保育の実践的な体験を組み入れてい

る講座は初めてということでかなり興味と関心を持って臨んでいた。

｢認」という識座の性格上、「表現」そのものを理論で学ぶ他に、保

育者としての「表現」を学ぶためには、直接体験すること力泌至であ

ると考える。この体験学習を進めていく過程で、学生自身の中にある

イメージや考えを自由に外へ出そうとする姿が多く見られ、これこそ

｢表現」と捉えてよいと考える。表3に見られるように、大半の学生

は､講義だけでは得られない心情や感覚を多様に経験している。また、

学生にとって他の学びとは比較できない充実したものであったと考え

る。次に、学生の「パネルシアターを学んでわかったこと」の事例を

提示し、考察する。

事例1.学生Wのレポート

パネルシアターをするときに大切なのは、みんなで協力すること

だと思った。絵を描いたり練習したり、実際にやってみたりする

中で、一人でも協力しないでいるとよいものが出来ないと思った。

｢ジャックと豆の木」の班は、みんなで協力していて絵を動かすと

きもせりふを言うときもとてもよい間が取れていて見ていてすごい

なと思った。…中略

発表は、まず自分が楽しむことで、見ている人も楽しんでくれる

と思った。恥ずかしがったりするのでは見ている人にもそれが伝
わってしまうから、自分が積極的に楽しむことが大切だと思った。

学生Wは、パネルシアターの製作から実演までのグループでの作業

を通してメンバーの協働が如何に大切であるかを実感している。この

ことは、保育の現場において保育者同士の連携や協働など、園のチー

ムとして動くことが求められていることの重要性を実体験を通して学

んでいると考える。また、演ずるときは演じ手がまず楽しむことが見

ている子どもも楽しむことになると自己確認を図っていると考える。

事例2.学生Mのレポート

パネルシアターは、誰にでも簡単に出来るものだと軽い気持ちで

考えていた。でも､実際にやってみると､言葉(ナレーション､せりふ）
を言うタイミングや絵を動かすタイミング、動かし方など、意外に
難しくて大変だった。作る段階でも、どのシーンにどのようなキャ

ラクターや物が必要になるかなど、考えることも大変だった。実際、
これはいるだろうと作っていたものが使われなかったり、通し読み
しているときに足りないものが出てきたりと、まだまだ創造力やよ
みとる力が足りないのだと実感した。…中略

他の避を見ていて、自分が演じることばかりに気を取られてしま

い、園児が見ていると想定して行っていることを忘れて、台本を見
ながらパネルの前で動かしてしまったので、別の機会にするときに
は気をつけて出来たらいいなと思った。

学生Mは、講義の段階ではパネルシアターはそれほど難しいもので

はないと思っていたようである。実際に体験してみて自分の創造力や

読み取る力の無さを知ったと述べているが真剣に取り組んでいるか

らこそわかったことであろう。学生Mは、自分の保育技能（表現力）

を高めるための方法と、子どもに楽しく見せるための演じ方について

学習の方向性を見出している。

事例3.学生Tのレポート

パネルシアターを製作から実演までしたのは初めてで、とても楽
しくいい経験ができた。ナレーションとせりふの間の取り方を工夫
し、絵の貼り替えが上手に出来るように頑張った。本番で人数が少
なかったので、練習よりも大変だったけど、実際に子どもの前でや
るときは、保育者は一人、二人の場合もあると思うので、少人数で
も流れが乱れずにできる方法を見つけたい。みんなで一つの作品を
仕上げることが出来てとてもよかった。機会があれば、もっと練習
して、めぐみ幼稚園の子どもたちに見てもらい、反応を見てみたい
と思う。

学生Tは、パネルシアターの製作を始める直前に、既成の絵人形を

使って演じた経験はあると語っていたが、事例で明らかなように、製

作から実演まで全て行った経験は、充実感あふれるものであったよう

である。しかも、自分が保育者として演ずることを想定した問題意識

を挙げている。さらに、自分たちだけで発表しあうだけでなく、実際

に幼稚園の子どもたちに見せたい、どんな反応を見せる力知りたい、

という穣極的な姿勢が感じられる。

4.まとめ

学生は、「表現」の授業において、幼児期の子どもにとって表現す

る意味やその表現を支える保育者の役割について学んできた。本授業

で講義の他にパネルシアターの製作、実演を組み入れたのは、これま

での講義での内容の裏づけや確かめとともに、座学の授業では得られ

ない感動体験や技能習得になると考えたからである。つまり、幼児期

の「表現」を学ぶということは､保育者志望の学生も「表現する存在」

でなければならないし、そこには学生の感受性開発という意味も含ま

れていると考える。表3にあるように、ほとんどの学生は体験して

みて初めて、製作技能や実演のための演技力の必要性を実感している

一方で、製作や実演を通してその楽しさや感動を味わい、仲間と協力

して取り組む大切さ、さらに、実際の子ども達の前で演じ、反応を知

りたいなど、保育者としての願いや必要な資質に気づいたことは意味

のあることと考える。殊に、表3にある「自分たちで製作したパネ

ルシアターを実際に幼稚園の子ども達の前で実演してその反応を確か

めたい」という学生が3割近くいたということは、「表現モデルとし

ての保育者」を意識した学生の意見として受け止め、授業者としては

大変うれしいことである。実際は、幼稚園では実演できなかったもの

の､一部の学生は本学のオープンキャンパスで実演することはできた。

今後は、こうした学生の要望を実現できるよう、幼稚園側と連携をと

りながら進めていきたいと考える。

本授業は、15コマのうち、3コマを費やした。また、受講学生が

44名という人数であったことは、この授業を効果的に進めるための

教材の量や活動する空間に一考を要する。

今後も引き続いて、本授業のように保育者養成に必要な実践的研究

や課題を盛り込んだ授業方法を検討していきたい。
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